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1．はじめに 

スマートフォンやタブレット端末等の携帯端末が普及したことで，昨今，クラウドコンピ

ューティングやテレワークシステム，BYOD (Bring Your Own Device)といったシステムや

サービスが注目されている．BYOD とは，所有している個人の端末を職場などに持ち込み

利用することを言うが，これに至っては，近年大学の講義への導入が検討されつつある． 

そこで，本ミッションでは，導入を想定し実運用可能な，BYOD に向けたシステムの開

発を目的とする． 

具体的には，講義中の利用を想定して，アクセスポイントに接続された複数の端末のうち，

講義を受講している端末のみを，ソースアドレスルーティングを用いて特定のプロキシサ

ーバに強制転送し，サイトの閲覧等を制限するシステムを構築する．そして，構築したその

システムを限られたネットワーク内で運用し，テスト・検証を行う． 

 また，上記のシステムを構築するために必要なネットワークに関する知識が不足して

おり，書籍等で学習すると同時に，プロジェクトメンバー以外の有識者から毎週講習を行っ

てもらい学習していく． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ BYODの概略 

図 2 想定するシステム概要 
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2．本年度の活動内容 

 参考文献[1]の検証と知識習得のため，文献の再現を行った上で，プロキシサーバを強制

的に経由したWebサイトの閲覧が可能かどうかの実験を行った．実験環境は図 3に示す通

りである． 

ここで，コントローラとは参考文献[1]の著者が開発したもので，その役割は，ユーザは

端末をアクセスポイントに接続するだけで，容易にプロキシサーバを通過させることがで

きる，というものである． 

通常，プロキシサーバを経由してインターネットに接続する場合，ユーザの端末に経由さ

せるための設定を施す必要がある．しかし，パソコンやネットワークといった分野に明るく

ない者がその設定を行った場合，その設定が誤っており，インターネットに接続できない事

態が発生する可能性が考えられる．ネットワーク管理者の立場から考えると，そのような状

況に陥った場合トラブルシュートが困難になる．このことから，参考文献[1]では，ユーザ

側が原因のトラブルを除外するためにコントローラを開発している．コントローラをネッ

トワーク内に導入することで，ユーザの端末には一切の設定が不要となる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．本年度の成果 

 2章で記述した実験の結果，プロキシサーバには図 4のように，下記に示す計 8つの情報

を含む記録が残っていた． 

 

 ・アクセス日時 

 ・クライアント端末の IPアドレス 

 ・クライアント端末のポート番号 

 ・リクエスト先のドメイン名 

図 3 実験環境 

プロキシサーバ インターネット コントローラ 

Wifi 

【アドレス】 

10.8.9.1 

10.8.9.2 

【アドレス】 

10.8.9.3 

10.8.9.4 
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 ・リクエスト先の IPアドレス 

 ・リクエスト先のポート番号 

 ・リクエスト結果 

 ・応答時間 

 

このことから，プロキシサーバを強制的に経由させ，端末をインターネットに接続すること

ができていると言える． 

 しかし，当初予定していた次の 3点については取り組むことができなかった． 

 

 ・ソースアドレスルーティングによる，特定のユーザの抽出 

 ・開発したシステムの実運用と検証 

 ・検証結果による有識者との意見交換 

 

原因としては 2 点挙げられる．1 つは，機材の発注・到着までに時間を要したことである．

もう 1 つは，ネットワークの運用等に関して一切の知識の無い者が今回の活動を行ったた

め，予想以上に機材のセッティングに時間を要したことである．しかし，一連の作業を通し

て，目的の 1つであった基礎的な知識の獲得は行えたと考えている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 アクセスログ 
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4．今後の展望 

 今回取り組むことのできなかった 3 点について，達成したいと考えている．構築したシ

ステムの有用性が確認されれば論文等にまとめ，学会等での発表も検討している．また，基

礎知識がまだ不十分だと考えているので，引き続き獲得の努力を行っていく．  

 その他，獲得した知識や経験を生かして，セキュリティキャンプ，SECCON などのコン

テストに参加することも検討中である． 
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